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第７回大月市教育委員会定例会 会議録 

 

・ 開催日時     令和５年９月２８日（木曜日） 

         午前１０時００分から午前１１時１０分 

 

・  開催場所     市役所第２庁舎３階会議室 

 

・ 出席委員     宇野誠教育長、鈴木英夫教育長職務代理者、野尻正人委員 

白須康子委員、山崎亜由子委員、矢光重敏委員 

 

・ 出席職員     卯月教育次長兼学校教育課長、山口社会教育課長 

           和智こどもの学び支援担当リーダー 

          藤本学校づくり担当リーダー 

          西山社会教育担当リーダー、岸野スポーツ振興担当リーダー 

 

・ 傍聴人      な し 

 

 

 〔会 議〕 

１ 開会 

【教育長開会宣言】 

 

２ 会議録の承認 

  職員が、令和５年度第６回教育委員会定例会会議録を朗読し承認された。 

 

３ 教育委員会報告 

  教育長から、令和５年８月２４日から令和５年９月２８日までの教育委員会活動

が報告された。 

 

４ 議事 

 

議案第１４号 就学指定学校変更・区域外就学について 

（ 非公開 ） 

〔説明〕和智こどもの学び支援担当リーダー 

 

【原案どおり決定】 

 

 議案第１５号 令和４年度大月市教育委員会の教育行政点検・評価について 

 〔説明〕卯月教育次長 

  こちらにつきましては、前回資料をお渡ししましたので、今回は質疑やご意見等

をいただきたいと思います。そして、次回の教育委員会でご承認をいただき、その

後、議会の方へ報告する予定となります。前回資料をお渡ししましたので、今回は

資料を添付していませんが、この後意見をいただきたいと思います。  
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 宇野教育長 

  それでは、前回お配りした資料を見ていただいているかと思いますので、お一人

お一人順にご意見をいただきたいと思います。この場でお答えできるところはお答

えし、できないところは、それを取り入れながら検討し、次回承認していただける

ようにしたいと思います。 

 

 鈴木教育長職務代理者 

  評価はこれでいいと思います。あとは、評価に直接関係しない細かい助詞や言い

回しの問題なので、のちほど事務局にお伝えしたいと思います。 

 

 野尻委員 

  語句の問題は別にして、評価については特に変更はございません。 

  今年度の評価を見させていただいて、基本計画に沿って多くの項目をできるだけ

評価していこうという姿勢が見られて、またそういう項目もたくさんありますので、

事務局の方で大変ご苦労いただいているという印象を受けました。特に社会教育に

ついてはＡという評価がなかなか難しいですね。範囲が広い関係もあって、どこま

でがベストかということで評価しづらく、Ａにはできない部分もありいたたまれな

い部分もありますが、大変よく活動されているし評価についてもよくまとめていた

だいていると思います。 

 

 矢光委員 

  読ませていただいて、色々なことを一生懸命やっていただいていると思いました。

ただ、今回１つだけＣという評価があるのですが、これは３ページの２のⅡの２

（１）ですが、何故Ｃになるのか教えていただきたい。Ｃというと「概ね達成して

いる」という概念で評価されていると思うのですが、Ｂの「ほぼ達成している」と

Ｃの「概ね達成している」という評価で、「ほぼ」と「概ね」とはどう違うのかと

いうところも気になるし、本来Ｃであればダメと判断した方が次に向かって目標値

を決めて達成する意欲がでてくると思います。「達成していない」という評価はＤ

しかないので、これがＣになった原因の所在はどこにあるのかとか、そのへんをも

う少し細かく教えていただきたいし、やはり大項目中項目小項目と立てて、その小

項目の中でさらに具体的な項目を立て、これができている、これができていない、

だからＤだとかＣだとか評価していった方が次の手を打つステップとして非常に

役に立つと常に思っていますので、そういうところで、細かいところの原因の所在

がどこにあるのかをしっかりつかんでいく必要があると思いました。 

 

 西山社会教育担当リーダー 

  １３ページの評価のところに書いてあるとおり、県がやっている事業のご案内は

しているのですが、市の中央公民館としての事業については学び直しというところ

に絞り込んで実施ができていないし、なるべく多くの人に参加していただきたいと

いうこともありますので、こういう評価の指標でいくとＣかなと思ってこのような

形で評価しています。 

 

 宇野教育長 

  少し厳しくつけたということですね。まだそこまでいっていないという説明です
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が、よろしいでしょうか。 

 

 矢光委員 

  はい。大月短期大学で聴講生の募集をしているということですが、そのデータを

参考にどのへんの世代が申込んでいるかとかを見ながら、この世代をターゲットに

して積極的に学び直しを働きかけてみようとか、データをベースにした対応策が作

れると思うので、それをしっかりやっていただければもっと評価が上がるのかなと

思っています。よろしくお願いしたいと思います。 

 

 卯月教育次長 

  ここの項目に関しては、次回の基本計画の中で検討し直さなければいけないので

すが、学び直しの項目については大月市としては大月短期大学が担っている部分が

多く、基本計画の段階で短大を記載していること自体が違うので、今後、社会教育

がどう関わっていくかということをもう少し細かく設定していく必要があると思

っています。実際、ここにもあるように、今は参考として短大のことを書いている

状況なので、そこに矢光委員がおっしゃったようにデータを基にどんなことに関わ

っていけるのかを、短大の状況を聞きながら新しい基本計画の中ではやっていきた

いなと思っています。 

この評価はまた来年も再来年も同じものを使いますが、今は短大がやらなければ

やれない状況になってしまっているので、何か絡んでいくように計画を立てそこを

評価していくのかなと思っています。また、ＣからＣという評価ですが、多分一昨

年はコロナ禍で聴講生を募集しなかったので、その観点から評価すると短大の実績

を使っていいのであればＣがＢ評価になる可能性もあるのですが、絡んでいかなか

ったのでＣのままかなという気がします。 

 

 宇野教育長 

  もともと大月短期大学については教育委員会の組織ではないので、今、次長がい

うように絡んでいくというところでどういう取り組みができるのかをこれから検

討したいと思います。ありがとうございました。 

 

 白須委員 

  私は４点あるのですが、まず質問からお願いします。１６ページの下のところで

市単講師の「単」が赤字で今回変更になっているということですが「担」ではなく

「単」の字を使うのですか。 

 

 卯月教育次長 

  どちらも使えます。市単独という意味のこの「単」と市負担という意味の「担」

とがあり、どちらも間違っていないのですが、県費という言葉がよく使われていて、

それは県の費用という意味ですが、その県費に対して市単独費用となるので「単」

の方がいいと思い変更しました。 

 

 白須委員 

  わかりました。ありがとうございました。 

  それでは、次に１０ページの下から２つ目の段落になります。「９か月児健診時
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に、絵本を開く楽しい体験をプレゼントし、赤ちゃんと保護者が絵本を介してふれ

あうひとときを持つ」とあるのですが、これだと体験自体をプレゼントする感じで

すが、実際は絵本をプレゼントしていると思うので、例えば「９か月健診時に絵本

をそれぞれ何冊ずつプレゼントし」というようにした方がいいのでないかと思いま

す。 

体験をプレゼントしているのではなく、実際に絵本を配付しているのであれば、

何冊本をプレゼントしているのかを具体的に書いた方がいいと思いましたが、いか

がでしょうか。 

 

 西山社会教育担当リーダー 

  そうですね。実際は絵本をプレゼントし持ち帰ってもらって見ていただくという

ところをこういった書き方にしましたが、正確に伝えるために「絵本を２冊プレゼ

ントし」という表現に変えたいと思います。 

 

 宇野教育長 

  それでは、「楽しい体験をするために、絵本を２冊プレゼントし」というふうに

直してもらいたいと思います。 

 

 白須委員 

  次は、１２ページの上から４段落目の図書館関係になります。「令和４年度は申

請がなかったものの」とありますが、ここは「図書館においても要請があれば読み

聞かせ等の出前講座を行う体制が整っているが、令和４年度は申請がなかった」と

いうようにしたらいいと思いますがいかがでしょうか。 

  

 西山社会教育担当リーダー 

  ご意見いただいた書き方の方がいいと思いますので、変更したいと思います。 

 

 白須委員 

  あと、このページは他にも色々手を入れたので、あとでお伝えしたいと思います。 

 

 宇野教育長 

  では、担当と直接話をしてください。お願いします。 

 

 白須委員 

  それから、１４ページの下の施策項目「魅力ある学校を支える指導体制の充実」

のところですが、評価が前年度「Ａ」当年度「Ａ」となっていますが、私は、ここ

は当年度「Ｂ」にしていただきたいと思います。 

理由は２段落目の国際理解教育の外国語指導助手のところで、大月市のＡＬＴの

先生方はとても意欲的に教育にかかわってくださるということで、ここにあるよう

なコメントをいただいているということは承知しているのですが、今年の５月の学

校訪問で猿橋中学校と大月東中学校の英語の授業を見せていただきＡＬＴの先生

と英語の先生が打ち合わせの時間をとることがありますかとお伺いした時に、皆さ

ん忙しいのでなかなかその時間をとることができないということをおっしゃって

いました。また、どこかの小学校で同じ質問をしましたが、やはり同じような回答
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が返ってきました。今回、中学校のＡＬＴの先生が体調を崩していらっしゃるとい

うことでお休みされていましたが、英作文の添削のようなものは非常に丁寧にやっ

てくださっているので助かるというお話も伺ったので、英語の先生とＡＬＴの先生

とで連携をとって授業を行うという点でも、もう少し頑張ってもらってもいいかな

という気がしました。 

 それから、これを読ませていただいていて、すごく昔のことを思い出したのです

が、大月市は随分前、小俣市長さんとか西室市長さんの時代にオーストラリアのハ

ービー・ベイ市というところと姉妹関係を結んでいるはずです。私はハービー・ベ

イの方がいらしてイベントをした時に通訳でかかわらせていただいたことがあっ

たのですが、ハービー・ベイとの姉妹都市の提携は、その後どうなっているのかを

お伺いしたいです。 

 この国際教育ということに関して、せっかくすばらしい関係があるので、ぜひと

も小学生、中学生の子どもたちとハービー・ベイの子ども達とインターネットを介

してビデオレターのやり取りをするとか、昔、大月市からもかなりたくさんの市民

の方がハービー・ベイ市を訪れるという経験をしていらっしゃるので、そういった

市民の方々との交流をぜひ復活させていただきたいと思っています。 

せっかくある昔のレガシーを応用しない手はないと思うので、ハービー・ベイ市

と大月市の関係がその後どうなっているのか、すぐにはお答えいただくことができ

ないかもしれませんが、次の定例会までにどういう経緯を辿っているのかを教えて

いただきたいと思います。 

 

 卯月教育次長 

  かなり昔のことですが、確か数年間は大月市からも視察団が行ったりハービー・

ベイ市からも来たりと交流があったと思います。当時、仁科先生との関係で始まっ

たことだと思いますが、教育委員会は姉妹都市の提携の部分にはかかわっていない

のであまり把握をしていないのですが、その関係で外国人講師、ＡＥＴとか県では

ＪＥＴというのをやっていて、そちらにも行っていたりうちの方で宿舎を用意した

りして、今ほどはかかわってはいませんが、外国語に触れ合う程度の活動を始めた

のが、その時だったと思います。 

  ハービー・ベイ市との関係がどうなったかというのは、ここではお答えできませ

んので次回までに確認します。 

 

 宇野教育長 

  評価については、「Ｂ」だと後退してしまうことになりますし、ずっと見ていて

ＡＬＴも頑張ってくれているし、３校の交流でオンラインを使ったり色々なことを

し始めたりしているので、私個人の意見ですけれど、下げるのは忍びないなと思っ

ています。皆さんの意見はどうでしょうか。 

 

 鈴木教育長職務代理者 

  これまでのお話を伺ってきましたが、頑張ってやっていただいているので「Ａ」

のままでいいのではないかと思います。 

 

 白須委員 

  そうですね。私も厳しいことを言っているのは自分でもわかっているので「Ａ」
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でも構わないのですが、でも同じことをやっていたのではダメで、昨年度が「Ａ」

だったから今年度も「Ａ」というのは通用しないという気持ちでやっていく必要が

あると思います。もうコロナも落ち着いてきましたし、今年度の評価を来年度する

時にはもう少し厳しくお願いしたいです。やはりプラスアルファで新しい年には何

か新しいことを始めていくことが大事で、ハービー・ベイ市との交流が復活できれ

ば、活動の幅が広がっていくと思います。 

今のＡＬＴの先生方は非常に意欲的だということなので、もっと助けていただい

て子どもたちとインターネットでやりとりするみたいなものを構築するだとか、ま

ずは何か始めることが大事で、始まってしまえば、その後はスムーズに進んでいく

のではないかと思うので、ぜひハービー・ベイ市との関係をなんとか復活させて国

際理解教育に資するようにしていっていただきたいと思います。お願いいたします。 

 

 山崎委員 

  赤字のところが昨年度と違うということで、よく読ませていただきましたが、と

てもわかりやすくなっていて良かったです。 

昨年度はコロナ禍で約３年続いたわけですが、その中でできることをよく考えて

学校教育も社会教育も子どもたちや地域の方のために本当によくやってくださっ

ているので、私はＢ評価のところもＡでもいいのではないかと思うところがたくさ

んありました。大月市独自でやっているサマースクールや楽習サロンはすごく有難

いものだし、給食も子どもたちの意見も取り入れて色々なものを考えて作ってくだ

さっていますので、もっと評価を上げてもいいのではないかと思いました。 

 

 宇野教育長 

  皆さん、よく見ていただいて、貴重なご意見をありがとうございました。事務局

の方から何かありますか。 

 

 卯月教育次長 

  前回も申し上げたのですが、今の評価の方法が明確ではないということもあり、

次の基本計画については来年度コンサルタントを入れて、もう少し評価のしやすい

ものを作りたいと考えていますので、その費用は新年度予算に計上していきたいと

考えています。 

この評価が５年間、目標値に対してＡが８０％以上、Ｂが６０％以上という形を

とっていますので、当初設定した目標に対して８０％いっているかいっていないか

だけの評価になり、毎年同じことをやっていても同じように良い評価になってしま

うということがありますので、それも踏まえながら新しい計画では、年次計画で

段々上がっていって最後に１００％になるようなやり方になるものをまた考えた

いと思います。 

これも前回申し上げましたが、その基本計画についても教育委員会でお諮りする

ことになりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 宇野教育長 

  少し補足をさせていただくと、山梨県が今年教育大綱を策定します。来年度公表

になりますので、それを受けて１年遅れで大月市は基本計画を策定します。その時

にコンサルタントを入れてくれるということですから、その時には新たな基準で評
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価ができるようになると思います。 

ただ、ご承知おきいただきたいのは、それを来年作って、その次の年からそれに

基づいてやっていくので、再来年度までは今の評価の方法でいくことになります。

あと２年はこの評価方法ですので、よろしくお願いします。 

それでは、この議案については、次回教育委員会までに修正を行い再度お諮りし

て、１０月に決定したいと思います。語句等の修正についてはこの後個別にお話を

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

   【継続審議】 

 

５ その他 

 

（１）第２回管理主事地教委訪問について 

 （ 非公開 ） 

 〔説明〕宇野教育長 

   

   【了知】 

 

（２）全国学力・学習状況調査結果について 

 （ 非公開 ） 

 〔説明〕卯月教育次長 

 

   【了知】 

 

（３）山梨県学力把握調査集計結果について 

 （ 非公開 ） 

 〔説明〕卯月教育次長 

 

   【了知】 

 

（４）令和６年度県教育施策及び予算に関する要望書について 

 〔説明〕卯月教育次長 

  こちらは県内各教育委員会から提出されたものを基に山梨県市町村教育委員会

連合会の方でとりまとめ、令和５年８月３１日付けで山梨県教育委員会に提出した

ものの写しになります。 

内容につきましては、第３回定例会の際に大月市教育委員会からの要望としてご

承認いただいたものを北都留地区教育委員会連合会に提出しております。また、そ

の後、北都留地区でとりまとめたものを第４回定例会においてご報告しましたが、

それを山梨県市町村教育委員会連合会に提出したものの結果がこちらの要望書に

なります。 

こちらもまたご覧いただきたいと思います。 

以上、報告になります。 

 

【了知】 
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・１０月２６日（木）午後１時３０分から、令和５年度第８回教育委員会定例会を開

催することを確認。 

 

 

６ 閉会 

   【教育長閉会宣言】 

 

 

 

 

 

 

 

 


